
○研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育みたい幼児の姿・目指す児童の姿 

夢中で遊びこむことを通して、 

意欲をもって物事に取り組める幼児 

５歳児の姿 

活動に没頭することを通して、 

学び続ける児童 

２年生の姿 

研究の仮説 

○幼稚園と小学校において共通の観点に基づいた教育課程を開発し、幼児の学びの芽 

 生えを見取り、児童の自覚的な学びへつなげることで、主体的に学ぶ子どもが育つ。 

○教職員間の連携を強化し、相互理解を深めることで、幼児教育と小学校教育がより 

 円滑に接続できる。 

研究の計画 

○幼稚園と小学校の合同研究組織による研究会等の実施 

○小学校の教科学習における具体的な姿と、それにつながる幼児期における具体的な姿 

 の例から、子供たちのよりよい姿を伸長させるための活動や交流を検討し実施する。 

○幼稚園と小学校の円滑な接続を目指し、小学校施設内に幼児と児童が安心して自己を 

 発揮できる環境「ななはけラボ」を設置し、活用を図る。 

本園・本校では、以下の点に留意して研究を進めている。 

幼児期の教育では、環境の中で遊びを通して総合的に学んでおり、その学びの多くは

「学びの芽生え」である。一方、小学校の教育では教科学習が中心であり、発達段階に

応じて「自覚的な学び」へとつながっていく。幼児教育と小学校教育は切り離されたも

のではなく、それぞれの特性を生かし学びの連続性を意識した保育・教育活動を行って

いくことが重要である。 

 

学びの芽生え・・・学ぶということを意識しているわけではないが、楽しいことや好き

なことに集中することを通じて、様々なことを学んでいくこと。 

自覚的な学び・・・学ぶということについての意識があり、集中する時間とそうでない

時間（休憩の時間等）の区別がつき、与えられた課題を自分の課題

として受け止め、計画的に学習を進めること。 

【『幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）』（文

部科学省 幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査

研究協力者会議）より】 

検証方法 

○保護者・児童・就学前教育施設と小学校の教職員への質問紙調査による結果検証 

○区学力調査の結果検証 

○３年間をひとまとまりとした指導計画による、幼児・児童の資質・能力で見取ったド 

 キュメンテーションの作成 

幼児教育と小学校教育の関連について 

○研究の概要 



○「ななはけラボ」について 

幼小の円滑な接続を図るための手だての一つとして、第七峡田小学校の校舎内に「ななはけラ

ボ」を設置した。幼児や児童が生活や遊び、学習の中でこの部屋を活用していくことを通して、

教育効果を一層高めることをねらっている。 

５歳児にとっては、小学校の施設を活用することで、来年度の小学校生活への意欲を高めたり、

小学生の活動に刺激を受けたりし、園での生活がさらに充実すると考えている。 

  １年生にとっては、保育室と似た環境が小学校にも用意されていることで安心感を得たり、自

分の今までの生活経験を思い出しながら学校生活や学びに活かしたりできると考えている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

○「ななはけラボ期案」について 

「ななはけラボ」を通年で活用していくため、幼

稚園の保育期に合わせて小学校低学年も１年間を

５期に分け、それぞれの期における主な活動につい

てまとめた「ななはけラボ 期案」を作成した。 

その期における「ななはけラボ」を活用できる活

動や、幼稚園や他学年との交流活動、「ななはけラ

ボ」の環境構成などについてまとめている。幼稚園

においては、小学生の活動に触れることで自分たち

の活動や遊びに生かしたり、取り入れたりすること

ができるような内容を記述した。小学校において

は、生活科を中心に合科的な学習を目指し、どのよ

うな単元で活用が図れるかを記述している。また、

生活科や国語科に関連する図書資料についても記

載し、学校図書館との連携を行って活用を図ること

ができるようにしている。 

保育室と教室の要素を併せ持つ環境で、５歳児

から２年生までの子どもが主に活動する。 

数量や図形にかかわる玩具や、季節の自然・行事につい

ての本などを、自由に手に取ることができる。 

時期や活動に合わせて、教師や

子どもが自在に環境を構成する

ことが可能な施設となっている。 

幼小の円滑な接続を図るための手だての一つとして、第七峡田小学校の校舎内に「ななはけ

ラボ」を設置した。幼児や児童が生活や遊び、学習の中でこの部屋を活用していくことを通し

て、教育効果を一層高めることをねらっている。 

５歳児にとっては、小学校の施設を活用することで、来年度の小学校生活への意欲を高めた

り、小学生の活動に刺激を受けたりし、園での生活がさらに充実すると考えている。 

 １年生にとっては、保育室と似た環境が小学校にも用意されていることで安心感を得たり、

自分の今までの生活経験を思い出しながら学校生活や学びに活かしたりできると考えている。 

 また、２年生にとっては、幼児期から１年生までの学びを想起したり、３年生に向け、学び

の視点をより焦点化した学習活動を展開したりできると期待している。 

「ななはけラボ」を通年で活用していくため、幼

稚園の指導計画に合わせて小学校低学年も１年間

を５期に分け、それぞれの期における主な活動に

ついてまとめた「ななはけラボ 期案」を作成し

た。 

その期における「ななはけラボ」を活用できる活

動や、幼稚園や他学年との交流活動、「ななはけラ

ボ」の環境構成などについてまとめている。幼稚園

においては、小学生の活動に触れることで自分た

ちの活動や遊びに生かしたり、取り入れたりする

ことができるような内容を記述した。小学校にお

いては、生活科を中心に合科的な学習を目指し、ど

のような単元で活用が図れるかを記述している。

また、生活科や国語科に関連する図書資料につい

ても記載し、学校図書館との連携を行って活用を

図ることができるようにしている。 


